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「
ゾ
ー
ン
３
０
」
の
標
識
設
置

26
日
に
臨
時
総
会

追
分
南
地
区
加
入
で
住
民
説
明
会

　
　

合
意
の
方
向
、
26
年
度
に
も
実
現

まち協だより

◇第 11 回理事会（平成 25 年 12 月 7 日）◇

◇第 12 回理事会（平成 25 年 12 月 21 日）◇

①まちづくり協議会職員

　平成 26 年度は２名を雇用。まち協職員２名で

  事務局を構成し、１名が事務局長、もう１名が

  事務局員。市民センターは事務局を支援する。

②小学校の防災倉庫の鍵

　今まで小学校・市危機管理課・市前線基地班職員

が保管していたが、12 月からはまち協事務局（市

民センター）でも保管することになった。

③「追分ユートピア」「パレットタウン」の住民の方々

と 12 月 1 日に協議した結果、かがやきの丘町内会

に加入するか、独自に町内会を立ち上げるかとい

うことになり、12 月 15 日に住民の皆さんで協議

することになった。

④各町内会の会則には、役員選定にあたっては諸事

情に配慮するような規定があるが、より実効性の

ある規程を会則に盛り込むよう検討することとし

た。

⑤「単年度輪番制に関する弊害の解消」と「自主防

災組織」については、各町内会の役員会における

議論を踏まえて、1 月 4 日の理事会で協議するこ

ととした。

①臨時総会を１月 26 日に開催するので、１月 18

　日の理事会で議案書の承認、１月 20 日に議案

　書の全戸配付、総会実施後に議事録の全戸配付

　をする。

　平成 26 年度の定時総会を 4 月 20 日に予定してい

るので、各町内会の総会を 4 月 19 日までに開催し

ていただく。議案書は 3 月 29 日の新旧理事による

合同理事会で承認されたあと全戸配付し、総会実

施後に議事録を全戸配付する。

志津南ホームページ
http://waka-kusa.net

志
津
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
は
12
月
15
日
、
22
日
の
二

回
に
わ
た
っ
て
、
追
分
南
地
区

（
旧
追
分
町
）
４
町
内
会
の
ま
ち

協
加
入
に
関
す
る
住
民
説
明
会

を
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
＝
写
真
。

説
明
会
で
は
、
４
町
内

会
か
ら
５
月
24
日
に
志
津

南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
へ
の
加
入
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
６
月

20
日
に
行
わ
れ
た
４
町
内

会
と
の
協
議
で
、
志
津
南

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
、

各
町
内
会
と
個
別
に
協
議

を
進
め
、
か
が
や
き
の
丘

町
内
会
と
は
４
回
、
コ
ー
ジ
ー

ガ
ー
デ
ン
自
治
会
と
は
２
回
、

追
分
鴨
田
町
内
会
と
も
２
回
実

施
し
た
こ
と
、
そ
の
協
議
に
お

い
て
、
４
町
内
会
加
入
後
の
「
志

津
南
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

の
活
動
は
、「
現
在
志
津
南
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
て
行

っ
て
い
る
活
動
」
を
学
区
全
体

活
動
と
地
区
別
活
動
と
に
区
分

す
る
こ
と
、
学
区
全
体
活
動
に

要
す
る
経
費
を
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
会
費
と
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
合
意
の
方
向
に
進
ん
で

い
る
、
と
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

説
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
11
月
２
日

に
理
事
会
、
11
月
８
～
10
日
に

各
種
団
体
代
表
者
へ
の
説
明
と

意
見
交
換
を
経
て
、
今
回
住
民

説
明
会
を
開
催
し
た
も
の
で
す
。

ま
ち
協
側
の
説
明
に
対
し
、

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
基
本

的
に
各
町
内
会
と
し
て
の
活
動

に
は
変
化
は
な
く
、
各
町
内
会

か
ら
専
門
委
員
が
出
て
い
た
だ

い
て
い
る
各
委
員
会
の
活
動
が
、

対
象
人
数
が
増
え
、
対
象
区
域

が
広
が
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
１
月
26
日(

日)

の
臨
時
総
会
で
審
議
・
議
決
し
、

協
議
を
進
め
て
い
る
３
町
内
会

と
合
意
書
を
交
わ
し
て
、
平
成

26
年
度
か
ら
「
志
津
南
学
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
移
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
残
り
１
町
内
会
と
は

引
き
続
き
話
し
合
い
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

志
津
南
地
区
の
交
通
安
全
対

策
と
し
て
導
入
が
き
ま
っ
て
い

た
「
ゾ
ー
ン
３
０
」
が
警
察
と

市
と
の
協
議
が
整
い
、
１
月
上

旬
に
規
制
標
識
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

規
制
標
識
は
、
幹
線
道
路
か

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
１
月

26
日
（
日
）
10
時
か
ら
、
平
成

25
年
度
臨
時
総
会
を
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
臨
時
総
会
は
、
追
分

南
地
区
４
町
内
会
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
加
入
の
申
し
入
れ
を

受
け
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

次
の
３
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
す
。

１
号
議
案
は
「
追
分
南
地
区

４
町
内
会
の
加
入
申
し
入
れ
に

対
す
る
承
諾
に
つ
い
て
」
で
、

住
民
説
明
会
で
皆
さ
ん
に
お
伝

え
し
た
よ
う
に
、
加
入
申
し
入

れ
に
対
し
て
は
承
諾
す
る
方
向

で
進
ん
で
い
ま
す
。

２
号
議
案
は
「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
会
則
の
改
正
に
つ
い
て
」

で
、
平
成
26
年
度
か
ら
３
町
内

会
が
加
入
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

３
号
議
案
の
「
広
報
事
業
規

則
の
改
正
に
つ
い
て
」
も
、
３

町
内
会
の
加
入
に
伴
い
改
正
す

る
も
の
で
す
。

ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
出
入
り
口

に
設
置
さ
れ
、
そ
の
時
点
か
ら

各
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
道
路
は
時
速

30
㌔
の
規
制
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。２

月
に
は
出
入
り
口
に
「
ゾ

ー
ン
３
０
」
の
路
面
標
示
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

ま
た
物
理
的
対
策
と
し
て

の
ハ
ン
プ
１
個
所
、
路
側
帯
３

路
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
に
着
工
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ハ
ン
プ
や
路
側
帯
が
設
置
さ

れ
た
の
ち
、
改
め
て
交
通
量
調

査
や
速
度
測
定
調
査
な
ど
を
実

施
し
、
そ
の
効
果
を
確
認
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。



第１２５号（２）志津南ＮＥＷＳ平成２６年１月１５日

ふ
れ
あ
い
文
化
祭
に
ぎ
わ
う

回顧　わが町２０１３

ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会

子
育
て
Ｇ
が
Ｘ
マ
ス
会

若
草
文
庫
も
Ｘ
マ
ス
会

【１月】

・ 6日　岡本西が自主防災活動で市長表彰受ける。

・19 日　スクールガードが市ＰＴＡ大会で２度目の受賞。

【２月】

・ 6日　志津南賞 1年生が若寿会と昔遊び楽しむ。

・17 日　体振が第 1回ボウリング大会開催。

　　　　大人と子ども 50 人が参加。

・24 日　社協がふれあいコンサート。50 人が演奏楽しむ。

【３月】

・17 日　まち協移行で予算手続きを一部変更。

　　　　予算調整会議が策定することに。

・20 日　くるみ保育園が最後の卒園式。４月から追分町

　　　　に移転。

【４月】

・28 日　25 年度まち協総会開催。新会長に中原氏再選。

・30 日　志津南小に新校舎完成。

【５月】

・22 日　市民センター高齢者教室「やすらぎ学級」開講。

・24 日　追分４町内会が志津南まち協に加入を申し入れ。

　　　　学区変更による長年のねじれ解消目指す。

【６月】

・ 9日　第 16回市スポレク祭で若草がディスコン３位に。

・20 日　まち協加入申し入れで追分４町内会と初会合。

・29 日　自主防災委が７年ぶりに災害図上訓練。30 日も。

【７月】

・13 日　市民センターで市クリーンセンターのアセス住

　　　　民説明会。

・27日　第16回夏まつり開催。前回上回る4000人が集う。

【８月】

・22日　地域内30㌔規制の「ゾーン30」の10月導入決まる。

・31 日　ＣＡＴＶ検討委がセキュリティシステムで中間

　　　　報告。

【９月】

・ 7日　社協「絆」が市社協ボランティアフェスに初参加。

・16 日　台風 18 号特別警報発令で敬老会が中止に。

【10 月】

・ 6日　第 9回地区スポーツまつりに 300 人集う。

・ 8日　自主防災組織検討委がまち協に答申書提出。

・20 日　雨中の総合防災訓練に 250 人が参加。

【11 月】

・17 日　第 3 回みなくさまつりに志津南が２年連続たこ

　　　　焼き屋台出店。

・24 日　市総合防災訓練避難所運営訓練にまち協役員ら

　　　　が参加。

【12 月】 

・15 日　追分南４町内会加入問題でまち協が住民説明会。

　　　　22 日も。

　

志
津
南
や
す
ら
ぎ
学
級
第
７

回
講
座
が
12
月
18
日
、
志
津
南

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

学
級
生
42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
サ
ロ
ン
懐
メ

ロ
を
歌
う
会
代
表
で
、
ギ
タ
ー

奏
者
の
村
井
教
夫
さ
ん
を
招
き

「
ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会
」
と
題
し

て
、
参
加
者
が
ギ
タ
ー
演
奏
に

合
わ
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

を
歌
い
ま
し
た
。

　

各
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
由

来
を
聞
き
な
が
ら
、「
き
よ
し
こ

の
夜
」「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
や
賛

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ひ
よ

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で

活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
が
一
堂

に
会
す
る
第
３
回
志
津
南
ふ

れ
あ
い
文
化
祭
が
12
月
13
日
、

14
日
の
２
日
間
、
同
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
１
５
０
名
を

超
え
る
方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
＝
写
真
。

　

若
草
文
庫
も
12
月
18
日
、
若

草
第
三
集
会
所
で
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
を
飾
り
つ
け
。
親
子
連

れ
や
学
校
か
ら
帰
宅
し
た
子
ど

も
た
ち
20
人
余
り
が
三
々
五
々

や
っ
て
き
て
、
チ
ョ
コ
、
果
物
、

　

日
頃
の
活
動
成
果
を
発
表
し

た
り
、
活
動
そ
の
も
の
を
地
域

の
方
に
紹
介
し
た
い
と
集
ま
っ

た
18
の
団
体
が
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
企
画
・
運
営
し
た
も

の
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
い
っ

ぱ
い
の
飾
り
つ
け
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
の
進
行
な
ど
も
実
行
委
員

全
員
が
協
力
し
て
〝
手
作
り
〟

の
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、
俳
句
、
書
道

活
花
、
手
芸
、
色
鉛
筆
画
、
刺

繍
等
の
心
の
こ
も
っ
た
作
品
の

数
々
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
運
動
系
サ
ー
ク
ル
の
紹

介
や
刺
繍
の
実
演
も
行
わ
れ
、

来
場
者
の
交
流
も
花
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。

　

会
議
室
で
は
健
康
バ
ン
ド
を

使
っ
た
筋
ト
レ
運
動
の
体
験
会

に
始
ま
り
、
か
わ
い
い
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
、
午
後
か
ら
は
お
馴
染

み
「
湖
南
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」
の
心
温
ま
る
ギ
タ
ー
演
奏
、

艶
や
か
な
日
本
舞
踊
に
続
き
、

客
席
も
一
緒
に
楽
し
む
懐
メ
ロ

や
カ
ラ
オ
ケ
が
行
わ
れ
、
会
場

一
体
と
な
っ
て
声
を
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
。
志
津
南
小
学
校
ア
ー

ト
ク
ラ
ブ
の
砂
絵
作
品
も
会
場

に
色
を
添
え
ま
し
た
。

　

途
中
、
今
回
初
の
試
み
「
お

楽
し
み
抽
選
会
」
も
行
わ
れ
、

地
域
の
方
提
供
の
賞
品
を
目
当

て
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

活
動
日
が
違
え
ば
な
か
な
か
出

会
う
機
会
の
な
い
同
セ
ン
タ
ー

利
用
者
で
す
が
、
文
化
祭
を
通

し
て
他
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
知

り
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

美
歌
「
星
の
界(

よ)

」
や
「
ア

メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
ー
ス
」
な
ど

10
曲
を
歌
い
ま
し
た
。
英
語
で

歌
う
「
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
」

も
新
鮮
で
、
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ

自
然
と
体
で
リ
ズ
ム
を
と
っ
て

い
る
人
も
い
ま
し
た
。
ギ
タ
ー

こ
っ
こ
」
12
月
５
日
、「
お
や

こ
っ
こ
」
が
同
12
日
、
そ
れ
ぞ

れ
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
、
あ
わ
せ

て
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
＝

写
真
。

　

両
サ
ー
ク
ル
代
表
の
山
出
さ

ん
、
中
村
さ
ん
の
進
行
で
、
親

子
は
歌
を
う
た
っ
た
り
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
工
作
で
は
サ

の
調
べ
と
参
加
者
の
歌
声
で
、

会
場
は
温
か
い
ク
リ
ス
マ
ス
の

雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
最
後
に
「
お

正
月
」
を
歌
っ
て
演
奏
会
を
終

了
。
そ
の
後
、
学
級
生
は
各
サ
ー

ク
ル
に
分
か
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ム
、
お
菓
子
で
思
い
思

い
に
飾
り
つ
け
ユ
ニ
ー
ク
な
デ

ザ
イ
ン
の
ケ
ー
キ
が
次
々
と
完

成
。
折
り
紙
で
サ
ン
タ
も
折
り

ま
し
た
＝
写
真
。

　

若
草
文
庫
（
毎
週
水
曜
日
午

後
２
時
か
ら
５
時
）
は
１
月
８

日
（
水
）
か
ら
本
の
貸
し
出
し

を
始
め
ま
す
。
本
の
好
き
な
方

一
度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
り
ま

す
よ
。
ま
た
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ

（
乳
幼
児
対
象
）
も
同
時
に
開
い

て
い
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。　
　

（
若
草
文
庫
）

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
折
り
紙
で
つ

く
り
紙
皿
に
張
り
付
け
た
り
、

紙
コ
ッ
プ
に
描
い
た
り
と
飾
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
鈴
の
音
を
鳴
ら
し

な
が
ら
、
大
き
な
袋
を
担
い

だ
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
積
ん
だ
機
関
車
の
登
場

に
、
み
ん
な
び
っ
く
り
し
た
様

子
で
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の

流
れ
る
中
、
サ
ン
タ
さ
ん
と
一

緒
に
会
場
内
を
行
進
し
た
後
、

一
人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

渡
さ
れ
る
と
「
あ
り
が
と
う
」

と
に
っ
こ
り
。
一
足
早
い
ク
リ

ス
マ
ス
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
民
児
協
）
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南
っ
子
に
こ
に
こ
人
権
集
会

25
日
に
人
権
講
座

子
ど
も
料
理
教
室

楽
し
く
藍
染
め
体
験

「
第
三
の
男
」
を
上
映

み
ん
な
の
作
品
展

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
12

月
21
日
、
第
８
回
シ
ニ
ア
の

つ
ど
い
と
し
て
「
第
三
の
男
」

(

一
九
四
九
年
度
作
品)

を
上

映
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ソ
ン
ウ
ェ
ル
ズ
主
演
で
、

失
踪
し
た
親
友
を
追
っ
て
行
方

不
明
の
謎
に
せ
ま
る
サ
ス
ペ
ン

ス
映
画
で
す
が
、
内
容
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
テ
ー
マ
曲
が
有

名
で
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
音
色
に

似
た
チ
タ
ー
と
い
う
楽
器
の
調

べ
が
流
れ
る
と
、
参
加
者
か
ら

｢

そ
う
、
こ
の
曲｣

と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

｢

若
か
り
し
頃
、
映
画
音
楽

に
憧
れ
、
よ
く
聴
い
た｣｢

本

当
に
懐
か
し
い｣

と
昔
を
振
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
子
ど
も
会
は
11

月
30
日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ

で
「
楽
し
く
み
ん
な
で
作
ろ
う

『
藍
染
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ

ク
作
り
』」
を
テ
ー
マ
に
エ
コ

バ
ッ
ク
の
染
め
体
験
を
行
い
ま

し
た
＝
写
真
。

　

参
加
し
た
34
人
の
子
ど
も
た

ち
五
つ
の
班
に
分
か
れ
、
ア
ト

リ
エ
お
れ
ん
じ
の
増
田
有
貴
さ

ん
（
守
山
市
）
の
指
導
で
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

固
形
の
藍
を
つ
ぶ
し
て
少
量

の
お
湯
を
加
え
る
と
強
烈
な
臭

気
、
子
ど
も
た
ち
は
鼻
を
お
さ

え
な
が
ら
、
混
ぜ
て
い
ま
し
た
。

　

志
津
南
小
学
校
（
埴
岡
美
江

子
校
長
）
は
12
月
６
日
、
同
校

体
育
館
で
「
南
っ
子
に
こ
に
こ

人
権
集
会
」
を
開
き
ま
し
た
＝

写
真
。

　

こ
れ
は
人
権
週
間
に
合
わ
せ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
志
津
南

小
学
校
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

を
考
え
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
、
12
月
２
日
～
６
日
を
「
南
っ

子
に
こ
に
こ
人
権
週
間
」
と
し

て
、
朝
の
放
送
で
先
生
か
ら
友

だ
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
感

謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
人
権

集
会
に
み
ん
な
で
歌
う
歌
の
練

習
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
希
望
の
木
」
と
題
し

て
、
一
人
ひ
と
り
が
、
友
だ
ち

や
家
族
・
地
域
の
人
に
「
あ
り

　

志
津
南
地
区
人
権
教
育
推

進
委
員
会
、
市
民
セ
ン
タ
ー

は
次
の
要
領
で
人
権
講
座
な

ら
び
に
町
内
学
習
懇
談
会
結

果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

１
月
25
日
（
土
）

　　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

▽
会
場　

志
津
南
市
民
セ
ン

　
　

タ
ー
会
議
室

▽
内
容　

①
町
内
学
習
懇
談

　

志
津
南
地
区
健
康
推
進
員
連

絡
協
議
会
は
12
月
21
日
、「
親
子

で
パ
ー
テ
ィ
寿
し
を
つ
く
ろ
う
」

の
料
理
教
室
を
開
催
、
子
ど
も

24
名
、
大
人
33
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、「
ケ
ー
キ
寿
し
」「
変

わ
り
い
な
り
」
と
「
て
ま
り
寿

し
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
調
理

は
包
丁
を
使
わ
な
い
よ
う
に
下

準
備
を
整
え
て
い
た
の
で
作
業

は
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
、
出
来
上

が
っ
た
３
種
の
「
パ
ー
テ
ィ
寿

し
」
に
「
お
い
し
そ
う
」「
き
れ

が
と
う
」
の
気
持
ち
を
カ
ー
ド

に
書
い
た
り
、
学
級
ご
と
に
「
い

じ
め
を
し
な
い
」「
友
だ
ち
を
大

切
に
す
る
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ

会
結
果
報
告
会
②
人
権
ラ
イ
ブ

「
浪
速
の
歌
う
巨
人
パ
ギ
や
ん　

志
津
南
に
参
上
！
」「
ヨ
イ
ト
マ

ケ
の
唄
」
ほ
か
の
歌
あ
り
、
お

話
あ
り
の
講
座
で
す
。

▽
講
師　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

　

イ
タ
ー
＆
歌
劇
派
芸
人　

趙

　

博
（
ち
ょ
う
・
ば
く
）
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

　
　

同
市
民
セ
ン
タ
ー
。

　

電
話
（
５
６
３
）
６
２
０
６

ン
も
書
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
集
会
当
日
の
こ
の
日
、

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
各
学
級
で

つ
く
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
希
望

の
木
が
貼
り
出
さ
れ
、
集
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
学
級
ご

と
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
そ
れ
に
込

め
た
思
い
を
発
表
。
続
い
て
「
本

を
読
も
う
よ
委
員
会
」
の
児
童

に
よ
る
本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ

り
ま
し
た
。
気
持
ち
を
込
め
て

発
表
し
た
り
読
ん
だ
り
す
る
の

を
児
童
た
ち
は
真
剣
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
同
校
の
先
生
た

ち
に
よ
る
人
権
劇
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。「
見
て
た
の
に
知
ら
な

い
ふ
り
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

上
演
さ
れ
た
劇
は
、
み
ん
な
で

遊
ん
で
い
る
中
に
入
れ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
子
ど
も
の
気
持
ち

や
、
そ
の
時
一
緒
に
い
た
人
や

見
て
い
た
人
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
を
問
い
か
け
る
劇
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
身
近
な

先
生
が
演
じ
て
い
る
こ
と
や
、

日
常
的
に
あ
り
そ
う
な
場
面
が

登
場
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
熱

心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
最

後
に
、
全
校
で
「
ベ
ス
ト
フ
レ

ン
ド
」
を
歌
い
、
集
会
を
終
え

ま
し
た
。

　

終
わ
り
の
あ
い
さ
つ
を
し
た

児
童
は
「
今
日
の
南
っ
子
に
こ

に
こ
人
権
集
会
で
、
友
だ
ち
に

対
す
る
思
い
は
変
わ
り
ま
し
た

か
？
み
な
さ
ん
は
、
友
だ
ち
を

傷
つ
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ぼ
く
は
、
こ
の
人
権
集
会

を
通
し
て
、
友
だ
ち
っ
て
い
い

な
あ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

友
だ
ち
が
い
な
い
学
校
を
想
像

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
学

校
と
い
う
の
は
、
友
だ
ち
と
楽

し
み
、
お
互
い
に
学
び
あ
い
、

高
め
あ
う
場
所
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
志
津
南
小
学

校
に
し
ま
し
ょ
う
」。　
　

（
Ｙ
）

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
11

月
28
日
か
ら
12
月
３
日
ま
で
シ

ニ
ア
の
つ
ど
い
「
み
ん
な
の
作

品
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
＝
写

真
。

　

草
津
市
民
を
対
象
に
作
品
を

募
集
し
、
絵
画
、
写
真
、
手
芸
、

陶
芸
、
書
道
な
ど
、
計
29
点
が

そ
の
後
は
、
各
々
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
模
様
が
出
る
よ
う
、
布
を

洗
濯
バ
サ
ミ
で
と
め
た
り
、
豆

や
か
ま
ぼ
こ
板
な
ど
を
輪
ゴ
ム

で
し
ば
っ
た
り
し
ま
し
た
。
お

湯
で
溶
か
し
た
染
め
の
液
に

カ
バ
ン
を
漬
け
、
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
取
り
出
す
と
藍
色
が

パ
ァ
ー
っ
と
で
て
き
て
と
て
も

集
ま
り
ま
し
た
。
観
賞
さ
れ
た

方
は
「
ご
近
所
さ
ん
に
こ
ん
な

特
技
が
あ
っ
た
な
ん
て
知
ら
な

か
っ
た
」「
プ
ロ
級
！
」「
ご
夫

婦
で
出
品
さ
れ
て
る
方
も
い
て
、

素
敵
で
す
ね
」
と
個
性
の
光
る

力
作
に
感
心
し
き
り
。
５
日
間

で
約
三
百
人
近
い
方
々
に
見
て

い
た
だ
き
、
市
民
セ
ン
タ
ー
が
、

ま
る
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
町
の
方
々
の
芸

術
的
な
一
面
を
知
る
作
品
展
と

な
り
ま
し
た
。

い
」
の
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
会
場
の
都
合
上
、
作
っ

た
料
理
は
「
お
持
ち
帰
り
」
と

し
ま
し
た
。

き
れ
い
で
し
た
。

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
白
い

布
に
布
用
絵
具
で
好
き
な
絵
を

描
き
ま
し
た
。
出
来
上
が
り
は

少
し
先
に
な
り
ま
す
が
、
ど
ん

な
作
品
に
仕
上
が
る
の
か
楽
し

み
に
帰
り
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
子
ど
も
会
）



　

エ
リ
ッ
ク
の
こ
と
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こよみ

来
月
８
日
に

す
こ
や
か
セ
ミ
ナ
ー

防
災
講
座
生
募
集

来
月
１
日
に

　
　
　

 

文
章
講
座

や
す
ら
ぎ

　
　

学
級
生
募
集　

　

仕
事
柄
、
海
外
に
出
張
す
る

機
会
が
多
く
、
現
在
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
国
に
出
向
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残

る
イ
ン
ド
で
の
思
い
出
を
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

イ
ン
ド
は
、
人
口
12
億
人
強
、

面
積
は
日
本
の
約
９
倍
、
宗
教

は
ヒ
ン
ド
ゥ
の
信
者
が
最
も
多

い
と
言
わ
れ
、
ま
た
世
界
で
最

も
多
様
性
が
あ
り
異
な
る
価
値

観
を
持
つ
民
族
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
イ
ン
ド
で
の
忘
れ
ら
れ

な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
イ
ン
ド
の
首
都
．
デ
リ

ー
に
出
張
す
る
際
、
私
は
空
港

の
送
り
迎
え
、
お
客
さ
ん
へ
の

訪
問
な
ど
を
い
つ
も
同
じ
タ
ク

シ
ー
を
長
年
利
用
し
て
来
ま
し

た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
名
前
は
エ

リ
ッ
ク
、
車
種
は
英
国
製
で
デ

イ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
小
型
車

で
す
。
空
調
設
備
は
な
く
後
部

座
席
に
小
さ
な
扇
風
機
が
１
台

設
置
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

ち
な
み
に
多
く
の
ロ
ー
カ
ル
タ

ク
シ
ー
は
料
金
の
表
示
が
な
く

乗
客
は
通
常
、
運
転
手
席
と
後

部
座
席
の
間
に
小
さ
な
缶
が
置

い
て
あ
り
、
降
り
る
と
き
に
乗

客
が
払
え
る
金
額
を
そ
の
中
に

入
れ
る
の
で
す
。

私
は
当
初
こ
の
習
慣
に
慣
れ

ず
、
い
つ
も
い
く
ら
支
払
う
べ

き
か
聞
い
て
い
ま
し
た
。
答
え

は
い
つ
も
「
Ａ
Ｓ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ　

Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
」
（
払
お
う
と
思
う
だ

け
を
）
で
す
。
エ
リ
ッ
ク
は
「
こ

の
シ
ス
テ
ム
で
多
く
の
ド
ラ
イ

バ
ー
は
お
金
を
稼
ぎ
生
活
出
来

て
い
る
の
で
問
題
な
い
。
金
持

ち
は
多
く
払
う
し
、
そ
う
で
な

い
人
の
金
額
は
少
な
い
。
そ
れ

で
い
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

５
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
デ

リ
ー
に
着
く
飛
行
機
が
５
時
間

遅
れ
、
夜
中
の
３
時
頃
や
っ
と

空
港
に
着
き
ま
し
た
。
深
夜
の

デ
リ
ー
空
港
は
物
騒
で
薄
気
味

悪
い
タ
ク
シ
ー
の
呼
び
込
み
の

中
、
彼
が
待
っ
て
い
て
く
れ
た

の
で
す
。
感
激
し
ま
し
た
。
そ

の
日
い
つ
も
の
７
０
０
ル
ピ
ー

（
約
２
０
０
０
円
）
で
は
な
く

３
０
０
０
ル
ピ
ー
（
約
１
万
円
）

を
缶
の
中
に
い
れ
ま
し
た
。
彼

は
そ
の
時
、
い
つ
も
の
通
り
金

額
を
見
よ
う
と
も
し
ま
せ
ん
。

翌
日
ホ
テ
ル
に
私
を
迎
え
に
来

た
彼
は
、
第
一
声
、「
ど
う
し
て

昨
日
３
０
０
０
ル
ピ
ー
も
の
大

金
を
支
払
っ
た
の
か
」
と
聞
き

□ 1月 18 日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：45　若草中央公園集合

□ 1月 22 日（水）

　★やすらぎ学級

　　13：30 ～ 17：00　

□ 1月 25 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：30　若草中央公園集合

□ 1月 28 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 2月 1日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：45　若草中央公園集合

□ 2月 7日（金）

　★ふれあい昼食会

　　12：00 ～ 13：00

　　ボランティア「泉」

□毎週金曜日　

☆ふれあい喫茶（お茶の間）

10：00 ～ 12：00　

　　　　　第五集会所

★印の場所は志津南市民センター

（公民館）です

ま
し
た
。
私
は
「
５
時
間
も
空

港
に
待
っ
て
も
ら
っ
た
の
だ
か

ら
」
と
答
え
ま
し
た
。
彼
は
納

得
せ
ず
支
払
っ
た
ル
ピ
ー
は
返

さ
れ
ま
し
た
。
彼
い
わ
く
「
私

が
深
夜
に
空
港
で
待
っ
た
の
は

あ
な
た
が
困
る
だ
ろ
う
と
の
好

意
か
ら
。
好
意
は
見
返
り
を
求

め
な
い
の
が
ヒ
ン
ド
ウ
の
教
え

だ
」
と
。
そ
の
言
葉
に
胸
を
打

た
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
乗

り
心
地
は
良
く
な
い
で
す
が
ず

っ
と
彼
の
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

一
昨
年
デ
リ
ー
出
張
時
、
エ
リ

ッ
ク
か
ら
故
郷
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ

に
帰
り
、
夢
だ
っ
た
自
給
自
足

の
生
活
を
送
る
と
聞
か
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
彼
の
申
し
出
で

私
と
彼
が
並
ん
で
写
真
を
取
り

ま
し
た
。
な
ん
で
も
Ｉ
Ｔ
企
業

に
勤
め
る
長
男
が
子
供
を
将
来

日
本
の
大
学
に
や
り
た
い
と
の

こ
と
で
す
。
孫
が
日
本
に
行
っ

て
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ

の
写
真
を
持
っ
て
私
を
訪
ね
て

も
い
い
か
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
日
本
は
イ
ン
ド
と
違
い
個

人
の
写
真
は
役
所
に
登
録
さ
れ

て
お
ら
ず
、
写
真
で
私
を
探
す

の
は
不
可
能
。
私
の
住
所
を
訪

ね
れ
ば
い
い
と
答
え
ま
し
た
。

彼
の
２
歳
の
お
孫
さ
ん
が
大
き

く
な
り
私
を
訪
ね
て
来
る
時
ま

で
元
気
で
長
生
き
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
七
丁
目　

Ｙ
・
Ａ
）

志
津
南
地
区
青
少
年
育
成
委

員
会
は
「
第
二
回
す
こ
や
か
セ

ミ
ナ
ー
」
を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時　

２
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
か
ら

▽
場
所　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ

　
　
　
　

ー
会
議
室

▽
内
容　

「
び
わ
湖
源
流
の
森
」

「
朽
木
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

の
里
」
職
員
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
び
わ
湖
源
流
の
森
の
実
態

に
つ
い
て
、
自
然
生
態
・
教
育

・
地
域
づ
く
り
の
視
点
で
解
説

し
て
い
た
だ
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み　

不
要

▽
参
加
費　

無
料

自
然
環
境
・
環
境
教
育
・
地

域
づ
く
り
に
ご
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
第

８
回
や
す
ら
ぎ
学
級
「
笑
っ
て

納
得
！
防
災
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
が
、
今
回
は
公
開
講
座
と

し
ま
す
の
で
、
学
級
生
以
外
の

方
も
ご
参
加
下
さ
い
。

▽
日
時　

１
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

▽
会
場　

同
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

草
津
市
在
住
の
60
歳

　
　

以
上
の
方

▽
内
容　

防
災
ク
イ
ズ
、
漫
才
、

　
　

腹
話
術
を
交
え
て
楽
し
み

　
　

み
な
が
ら
実
用
的
な
防
災

　
　

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
新

　
　

聞
紙
で
簡
単
ス
リ
ッ
パ
作

　
　

り(

材
料
は
市
民
セ
ン
タ

　
　

ー
で
用
意)

も
あ
り
ま
す
。

　
　

▽
講
師　

た
か
し
ま
災
害
支
援

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ま
ず　

太

　

田
直
子
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
し
込
み
不
要

▽
問
い
合
わ
せ

　

同
市
民
セ
ン
タ
ー

　

電
話
（
５
６
３
）
６
２
０
６

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
第

９
回
志
津
南
シ
ニ
ア
の
つ
ど
い

事
業
「
自
分
つ
れ
づ
れ
を
書
き

ま
せ
ん
か
？
」
を
次
の
通
り
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30

　
　
　
　

分
頃

▽
会
場　

同
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

草
津
市
在
住
の
方

▽
内
容　

気
軽
に
楽
し
く
文
章

　

を
書
く
コ
ツ
、
日
頃
の
出
来

　

事
を
書
き
留
め
る
コ
ツ
を
学

　

ぶ
。

▽
講
師　

元
京
都
新
聞
社
論
説

　

委
員
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
熊
谷

　

栄
三
郎
さ
ん
。　

著
書
に
「
新

　

ふ
る
さ
と
事
情
」(

朔
風
社)

　

他
。
草
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

事
業
団
発
行
「
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
ー
く
さ
つ
」
に
「
徒
然

　

草
津
」
を
連
載
中
。

▽
定
員　

な
し

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

　
　

同
市
民
セ
ン
タ
ー

　

電
話
（
５
６
３
）
６
２
０
６

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
平

成
26
年
度
「
や
す
ら
ぎ
学
級
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
か
ら
翌
年
３
月

　

ま
で
の
毎
月
第
４
水
曜
日
、　

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時

　

(

全
10
回)

▽
会
場　

同
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

草
津
市
在
住
の
60
歳

　
　

以
上
の
方

▽
内
容　

健
康
や
教
養
、
防
災
、

　
　

音
楽
鑑
賞
な
ど
の
楽
し
い

　
　

講
座
や
役
立
つ
学
習
を
計

　
　

画
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

　
　

ツ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
川
柳
な

　
　

ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
バ

　
　

ス
で
の
館
外
学
習
も
あ
り

　
　

ま
す
。

▽
参
加
費　

千
円(

受
講
料

　
　

六
百
円
を
含
む)

▽
受
け
付
け　

平
成
26
年
１
月

　　

16
日
か
ら
随
時
受
け
付
け

▽
問
い
合
わ
せ　

同
市
民
セ
ン

　

タ
ー
。

　

電
話
（
５
６
３
）
６
２
０
６

　

多
数
の
ご
応
募
を
お
待
し
て

い
ま
す
。


